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4
)

1
.

9
1
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代
光

●
1
9
1
2

（
明
治4
5
.

.
1
9
0
9

（
明
治4
2

●
1
9
0
8

（
明
治4
1

*
1
9
0
4

（
明
治
3
7
)

●
1
9
0
3

（
明
治3
6
)

●
1
8
9
5

（
明
治2
8
)

4

．
ー

内
国
勧

6
.

I

赤
坂
区

●
1
8
9
6

（
明
治2
9
)
_

5
.
2

は
じ
め

●
1
8
9
9

（
明
治3
2
)
_

2
.
7

黒
川
小

7
.
1
1
1
3代
光

●
1
9
0
1

（
明
治3
4
)

●
1
8
9
3

（
明
治2
6)

3
.
5
1
5
代
武

●
1
8
9
4

（
明
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7
)
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年表

◆
1
9
2
3

（
大
正
1
2
)

9
.
1

関
東
大
震
災
。
住
宅
•
御
用
場
は
被
害
を
免
れ
る

。

家
族
・
店
員
ら
全
員
無
事

◆
1
9
2
4

（
大
正
1
3
)

5
.
1
4
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
）
を
は
じ
め
て
購
人
、
配
達
な
ど
に
活
用

•
こ
の
頃
、
店
頭
で
の
販
売
、
丸
の
内
周
辺
の
会
社

・

個
人
向
け
営
業
を
開
始

◆
1
9
2
5

（
大
正
1
4
)

1
.

I

こ
の
頃
、
店
員
1
5名

4

．
ー

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
送
付
を
開
始

◆
1
9
2
6

（
大
正
1
5
•

昭
和
元
）

4
.

|
「
ゴ
ル
フ
最
中
」
考
案
（
現

「ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
）

◆
1
9
2
7

（
昭
和2
)

6
.
1
7
懐
中
汁
粉

「小
鼓
」
発
売

●
群
馬
県
利
根
郡
農
会
に
白
小
豆
の
栽
培
を
委
託

◆
1
9
1
8

（
大
正7
)

3

.

|
「
御
菓
子
見
本
帖
」
を
作
成

6

．
ー

第
1

回
店
員
慰
労
旅
行
（
江
ノ
島
・
鎌
倉
）

7
.
2
4
1
6代
光
朝
誕
生

◆
1
9
1
9

（
大
正8
)

2

.

2
0
1
5代
武
雄
が
第

一
銀
行
を
退
職

、

4

月
に
虎
屋
に
入
店

◆
1
9
2
2

（
大
正1
1
)

●
富
岡
鉄
斎
に
京
都
店
の
離
れ
と
茶
室
を
仮
住
居
と
し
て

提
供

◆
1
9
1
7

（
大
正6
)

1
1
.
5
1
5代
武
雄
が
1
4
代
光
景長
女
算
子
と
結
婚

I
B

n
社
事
項

◆
1
9
1
4

（
大
正3
)

z' ふ”
ヽベ

麟；

広
月
”

ぇ
ヽ
〉
＾

宅
5 ャ
‘
が

□
門

□
が
こ
＿

ぷ
必

翼
旦
：
汽

，

ゞ
亡

—-

一

3

.

1
5
金
融
恐
慌
始
ま
る

1
2
.
3
0上
野
ー
浅
草
間
に
日
本
初
の
地
下
鉄
が
開
通

1
2
.
2
5大
正
天
皇
崩
御

、

昭
和
天
皇
即
位

7
.
1
2
ラ

ジ
オ
本
放
送
開
始

9
.
1

関
東
大
盤
災

1
2
·ー

東
京
菓
子
同
業
組
合
大
震
災
救
済
会
が
贈
ら
れ
た
義
援
金
を
分
配

2

.
1
1
江
崎
グ
リ
コ
創
業

•

こ
の
頃
、
若
松
が
あ
ん
み
つ
を
考
案

6
.
2
8
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
調
印

3

.
2
6東
京
菓
子
業
同
盟
会
解
散

1
1
.
1
1第

一
次
世
界
大
戦
終
結

7
.
2
8
第

一
次
世
界
大
戦
始
ま
る

3
.
1
5
ロ
シ
ア
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
滅
亡

(
2月
革
命
）

1
1
.
7
ロ
シ
ア

社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
成
立

(
1
0
月
革
命
）

ー

業
界
・
S一
般
事
項

~
~
~
~
 

秤
い
’
が
“
詞
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ー
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年 表

●
1
9
2
8

（
昭
和3
)

●
1
9
3
2

（
昭
和7
)

4
.
3

赤
坂
区

1
1
.
1
2社
員
か

◆
1
9
3
3

（
昭
和8
)ー

6
.
|
1
4
代
光

1
2
.
1
和

―二
盆

●
1
9
3
5

（
昭
和1
0
)
_

0

こ
の
一

●
1
9
3
6

（
昭
和1
1
)
ー

1
2
.
1
京
都
店

•
西
川

●
1
9
3
7

（
昭
和1
2
)

●
1
9
3
8

（
昭
和1
3
)

3
.
1
1
5
代
武

3
.
8

京
都
店

4
.
1

和
一1
一
盆

4
.
2
7
伝
馬
町

1
0
.
1
広
報
誌

●
1
9
3
9

（
昭
和1
4
)
I

3

.
1
5
1
5代
武

4

.
I

女
子
店

9
.
1
7
砂
糖
不

●
京
都
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年 表

◆
1
9
4
o

（
昭和
1
5)

2
.
1
1
4
代
光
景
隠
居
、
1
5代
武
雄
相
続

9
.
2

京
都
で
代
用
食

「興
亜
餞
」
発
売

(
1
1
月
に
は
東
京
で
も
発
売
）

◆
1
9
4
1

（昭
和
1
6)

4

.
4

海
軍
監
督
工
場
と
な
る

7
.

I

虎
屋
産
業
報
国
会
を
結
成

◆
1
9
4
2

（
昭
和
1
7
)

5

.

1
4
1
6代
光
朝
が
堤
芳
子
と
結
婚

1
1
.
5
東
京
店
に
対
し
、
免
税
糖
使
用
許
可
が

下
り
る
（
昭
1
9
.
2
.
1
7京
都
店
に
も
）

1
1
.
3
0
1
6
代
光
朝
が
国
際
文
化
振
興

会
を
退
職
、
文
部
省
美
術
研
究
所
の
助
手
と
な
る

◆
1
9
4
3

（
昭
和1
8
)

7
.
1
5
1
5代
武
雄
が
随
筆
集

『母
を
亡
く
し
て
j
を
出
版

9
.
1
7
1
7代
光
博
誕
生

◆
1
9
4
4

（昭
和
1
9
)

3
.

I

こ
の
頃
、
店
員
7
0名
（
う
ち
女
子
3
9名
）

7
.

|

1
5代
武
雄
が
東
京
都
菓
子
工
業
統
制
組
合
理
事
長
に
就
任

8
.
8
1
3
代
光
正
没

◆
1
9
4
5

（
昭
和2
0)

5
.
2
5
伝
馬
町
工
場

•

黒
川
家
私
邸
、
空
襲
で
焼
失
（
仮
設
工
場
を
建
設
）

◆
1
9
4
6

（昭
和
2
1)

1
.
2
5
御
用
の
差
し
止
め
と
宮
内
省
御
用
菓
子
納
入
組
合
の
解
散
を
申
し
渡
さ
れ
る

3
.

|

1
5代
武
雄
が
御
用
差
し
止
め
の
撤
回
を
求
め
て
宮
内
大
臣
に
歎
願
書
を
提
出

3
.
3
1
1
6代
光
朝
が
文
部
省
美
術
研
究
所
を
退
職
、
虎
屋
に
入
店

(
4
.
1
)

5
.
1
5
株
式
会
社
茜
設
立

5

.

2
5
日
本
橋
み
か
く
開
店

7
.
1
1
銀
座
茜
開
店

I

箪
社
事
項

砂
吟`5
t

/
ぶ5

k
n
g
 t 
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〉

ぷ
←
；
衿
^
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予
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i
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詈
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1
1
.
3
日
本
国
憲
法
公
布

8
.
1
5
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

●

甘
味
嗜
好
品
の
全
面
禁
止

4

.

1
9
東
京
生
顛
子
工
業
組
合
結
成
、
菓
子
原
材
料
の
配
給
を
行
う

8

.

1
6
菓
子
の
公
定
価
格
制
を
実
施

●

日
本
菓
子
工
業
組
合
連
合
会
結
成
（
現
全
国
菓
子
工
業
組
合
連
合
会
）

•

砂
糖
・
マ
ッ
チ
の
配
給
統
制
開
始

6

.

5

ミ

ッ

ド
ウ

ェ
ー

海
戦

●

砂
糖
人
手
困
難
と
な
り
、
菓
子
業
界
は
壊
滅
状
態
と
な
る

8
.
1

砂
糖
の
家
庭
用
配
給
中
止

1
2
.
8
真
珠
湾
攻
撃
、
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

ー

業
界
・
＄一
般
事
項

縁
5

ぶ

ぞ

ば

芯

は
沼
，

心
や
；
恰
い
し

9
3
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年 表
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年 表

1
1
.
2
3横
浜
店
開
設
（
後
の
横
浜

シ
ア
ル
売
店
、
平

1
4

◆
1
9
6
3

（
昭
和3
8
)

l
.

3
1
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
道
路
拡
張
の
た
め
、
表
町
店
取
り
壊
し

3
.
5

上
野
松
坂
屋
売
店
開
設

6
.
2
3
「
コ
ー
ヒ
ー
羊
羹
」
発
売
（
現
小
形
羊
羹
「
珈
琲
」）

1
1
.
3
1
5代
武
雄
が
藍
綬
褒
章
を
賜
る

1
1
.
6
名
古
屋
売
店
松
坂
屋
売
場
開
設
（
現
名
古
屋
松
坂
屋
売
店
）

1
1.
8

名
古
屋
売
店
名
鉄
売
場
開
設
（
現
名
鉄
売
店
）

◆
1
9
6
4

（昭
和
3
9
)

5
.
1

西
武
売
店
開
設
（
現
池
袋
西
武
売
店
）

5
.
2
0
新
宿
店
開
設
（
現
新
宿
マ
イ
シ
テ
ィ
売
店
）

5
.
3
0
銀
座
松
屋
売
店
開
設

6

.
1
2
東
横
売
店
開
設
（
渋
谷
）

9
.

1

池
袋
売
店
開
設
（
池
袋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー

ク
内
、
平
2

退
店
）

9
.
9

赤
坂
本
社
ビ
ル
（
現
本
社
ビ
ル
本
館
）
竣
工
、
赤
坂
店
開
店
（
喫
茶
併
設
）

1
1.
2
8大
阪
阪
急
売
場
開
設
（
現
梅
田
阪
急
売
店
）

1
2
.
1
0
1
5
代
武
雄
が
随
箪
集

『続
羊
羹
と
人
生
」
を
出
版

◆
1
9
6
5

（
昭
和4
0
)

4
.
2
9
1
5代
武
雄
が
勲

一
等
瑞
宝
章
を
賜
る

6
.
1

大
阪
大
丸
売
場
開
設
（
現
心
斎
橋
大
丸
売
店
）

6

.

1
3
東
急
売
店
開
設
（
渋
谷
、
後
の
東
急
プ
ラ
ザ
売
店
、
昭

5
6
退
店
）

6
.
2
0
高
島
屋
売
店
開
設
（
現
日
本
橋
闇
島
屋
売
店
）

1
0
.
5
新
宿
三
越
売
場
開
設
（
現
売
店
）

1
1
.2
3
銀
座
松
坂
屋
売
店
開
設

◆
1
9
6
6

（
昭
和
4
1
)

6

.
1
4
群
馬
農
場
開
設

9

.
9

小
田
急
売
店
開
設
（
新
宿
、
後
の
小
田
急
別
館
売
店
、
平
1
4

1
1
.
2
5数
寄
屋
橋
阪
急
売
店
開
設
（
昭
5
4
退
店
）

1
2
.
1
0中
野
売
店
開
設
（
昭
4
2
退
店
）

退
店
）

退
店
）

1
0.
1

東
海
道
新
幹
線
開
通
（
東
京
—

新
大
阪
間
）

1
0
.
1
0東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

•
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
菓
子
売
り
上
げ
高
の
首
位
と
な
る
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年 表

◆
1
9
6
7

（昭
和
4
2)

5
.
2
3
京
都
大
丸
売
場
開
設
（
現
売
店
）

6
.

1

名
鉄
メ
ル
サ
売
店
開
設
（
平
4

退
店
）

1
1.
2
5目
黒
駅
売
店
開
設
（
現
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
目
黒
売
店
）

●
池
袋
三
越
売
場
開
設
（
現
売
店
）

●
銀
座
二
越
売
場
開
設
（
現
売
店
）

◆
1
9
6
8

（昭
和
4
3
)

1

.
2
0
1
5代武
雄
が
随
箪
集

『新
羊
羹
と
人
生
」
を

出
版

4
.
1
9
渋
谷
西
武
売
店
開
設
（
平
1
3
退
店
）

6
.
2
0
和
三
盆
糖
製

「推
古
」
発
売

7
.
2
6
小
田
急
売
店
開
設
（
新
宿
、
現
小
田
急
本
館
売
店
）

◆
1
9
6
9

（昭
和
4
4)

2
.
2
8
日
本
橋
東
急
売
店
開
設
（
平
1
1
退
店
）

8
.

1

1
7代
光
博
が
富
士
銀
行
を
退
職
、
虎
屋
に
人
社

(
1
0
.
3
1
取
締
役
副
社
長
に
就
任
）

9
.
1
0
東
京
工
場
竣
工

1
1
.
1
0玉
川
高
島
屋
売
店
開
設
（
現
二
子
玉
川
高
島
屋
s
c

売
店
）

1
2
.
2
吉
祥
寺
駅
売
店
開
設
（
現
吉
祥
寺
ロ
ン
ロ
ン
売
店
）

◆
1
9
7
o

（昭
和
4
5
)

3

.
3

貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
売
店
開
設
（
浜
松
町
、
昭
4
7
退
店
）

6
.
1
9
千
薬
そ
ご
う
売
場
開
設
（
現
売
店
）

9

.

1
8
東
急
本
店
売
店
開
設
（
渋
谷
）

◆
1
9
7
1

（昭
和
4
6)

4

.
2

浅
草
松
屋
売
店
開
設

5
.
7

新
宿
京
王
売
店
開
設
（
現
京
王
売
店
）

8
.
2
0
1
5代
武
雄
が
随
箪
集

「新
々
羊
羹
と
人
生
」
を
出
版

◆
1
9
7
2

（
昭
和4
7)

1
0
.
1
0ニ
ュ
ー
ナ
ラ
ヤ
売
場
開
設
（
現
千
莱
三
越
売
店
）

＇

当

社
事

項

亡

i

、
、
く
ヽ
＜

ピ

＼
◇
＾
〉
3

，
況
咬
う
；

念

‘

J
r
"
‘
/
/

密

~
~
 

:‘ 

｀
；

贔

f

{

c
"

^
＆
蕊
笈

＾
ヽ
{
、
、
‘

応
◇
[
[
ビ

ご
‘

喜

占
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~
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ヽ
匹
密y逸
ぶ
ぶ

◇
ヽ

ご
~
：
~

~

~
こ
●

r

~
r

~’

~
~

2
.
3

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

5
.
1
5
沖
縄
返
還

3
.
1
4
日
本
万
国
博
覧
会
が
大
阪
で
開
催

7
.
2
0
ア
ポ
ロ

1
1号
月
面
着
陸

1
2.
1
0
三
億
円
事
件

2

．

ー
東
京

和
菓
子
会
館
落
成

●
日
本
の
総
人
口
が
1

億
人
を
突
破

＇

業
界
・
一
般
事
項

心 ：

必
ば
T翌

~. 
t
 

誌
[
多

◇
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年 表

◆
1
9
7
3

（昭
和
4
8)

2
.
1
9
虎
屋
文
庫
開
設

4
.
1
1
赤
坂
本
社
ビ
ル
新
館
竣
工

4
.
1
4
銀
座
店
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー

プ
ン

(
1
2
.

1
9菓
寮
併
設
）

7
.
3

大
阪
高
島
屋
売
場
開
設
（
現
難
波
尚
島
屋
売
店
）

1
1.
2
3横
浜
三
越
売
場
開
設
（
現
売
店
）

◆
1
9
7
4

（昭
和
4
9)

4

.

2
8
横
浜
高
島
屋
売
場
開
設
（
現
売
店
）

1
0.
1
0
神
戸
そ
ご
う
売
場
開
設
（
現
売
店
）

◆
1
9
7
5

（昭
和
5
0)

2
.

1

毘
沙
門
天
（
京
都
店
毘
沙
門
天
の
模
刻
）
、
京
都
市
上
京
区
の
萬
松
寺
よ
り
本
社
ビ
ル
ヘ
ご

遷
座
、
開
眼
供
養

3

.

8
1
5
代
武
雄
没
、
同
日
付
で
正

三
位
に
叙
せ
ら
れ
る

5
.
2
2
1
6代
光
朝
が
東
京
和
生
菓
子
商
工
業
協
同
組
合
理
事
長
に
就
任

6
.
2
1
1
6代
光
朝
が
全
国
和
菓
子
協
会
会
長
に
就
任

◆
1
9
7
6

（昭
和
5
1
)

3
.
1
0
新
宿
ル
ミ
ネ
売
店
開
設
（
昭

5
3
退
店
）

7
.
3
1
1
6代
光
朝
が
紺
綬
褒
章
を
賜
る

9
.
2
3
京
都
高
島
屋
売
店
開
設

◆
1
9
7
8

（昭
和
5
3)

9
.
1

御
殿
場
工
場
竣
工

1
0
.
5
阪
神
売
場
開
設
（
現
梅
田
阪
神
売
店
）

1
0.
1
0
お
汁
粉
「
小
鼓
」
発
売

1
0
.2
8
1
6代光
朝
が
随
箪
集

『菓
子
屋
の
ざ
れ
言
」
を
出
版

1
1
.1
7
新
青
山
ビ
ル
店
開
設
（
菓
寮
併
設
）

◆
1
9
7
9

（
昭
和5
4)

4

.
1
7
1
7代
光
博
が
吾
妻
由
紀
子
と
結
婚

4
.
2
7

一
条
店
（
旧
京
都
店
）
を
烏
丸
通
一
条
角
に
移
転
（
菓
寮
併
設
）

b

.
I

喫
茶
部
門
の
布

梅
を
菓
寮
に
純
一
（
価
格
も
統
一
）

1

．
ー

第
2

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

2
.
3

パ
リ
国
際
菓
子
見
本
市
（
イ
ン
タ
ー
サ
ッ
ク
）
に
和
菓
子
出
品

4
.
1

東
京
和
生
菓
子
商
工
業
協
同
組
合
と
中
央
区
生
菓
子
組
合
が
合
併

6

.

1
6
第
1

回
「
和
菓
子
の
H

」

5

.

2
0
成
田
市
に
新
東
京
国
際
空
港
開
港

2
.
4
 ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
発
覚

•

「お
よ
げ
！
た
い
や
き
く
ん
」
空
前
の
ヒ
ッ
ト

●
戦
後
初
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

●
菓
子
類
の
生
産
額
が
年
間
1

兆
円
を
超
す

1
0．
ー

第
1

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
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年 表

◆
1
9
8
o

（
昭
和5
5
)

3
.
1
1
ト
ラ
ヤ
フ
ラ
ン
ス
設

立

7
.
2
3
御
殿
場
店
開
設
（
菓
寮
併
設
）

1
0
.
6
バ
リ
店
開
設

◆
1
9
8
1

（
昭
和5
6
)

4
.
1

半
生
菓
子
詰
合
せ

「京
の
甍
」
発
売

6
.
2

京
都
工
場
改
築
、
菓
寮
移
転

◆
1
9
8
2

（
昭
和5
7
)

1
.
1
1
7
代
光
博
が
日
本
青
年
会
議
所

会
頭
に
就
任

1
.
2
0
中
国
技
術
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
開
始

4
.
8

株
式
会
社
虎
玄
設
立

6
.
1
4
1
6代
光
朝
が
写
真
集

『京
都
の
四
季
」
を
出
版

1
1
.
3
1
6代
光
朝
が
明
治
神
宮
菓
道
敬
神
会
会
長
に
就
任

◆
1
9
8
3

（
昭
和5
8
)

1
.
2
0
湿
粉
製
枠
物
発
売

1
0
.
3
1
6代
光
朝
が
パ
リ
に
て
写
真
展

「京
都
の
四
季
」
開
催

◆
1
9
8
4

（
昭
和5
9
)

7
.
1
1
1
6代
光
朝
が
随
箪
集

『続
菓
子
屋
の
ざ
れ
―
―

―-E
」
を
出
版

8
.
1

パ
リ
店
に
て

「羊
羹
d
e巴
里
」
発
売

(
1
0
.
6日
本
で
も
発
売
）

◆
1
9
8
5

（
昭
和6
0
)

9
.
3
0
横
浜
そ
ご
う
売
店
開
設
（
菓
寮
併
設
）

1
1
.
1
虎
屋
第
2

ビ
ル
（
東
京
工
場
含
む
）
竣
工

1
1
.3
1
6
代
光
朝
が
藍
綬
褒
章
を
賜
る

1
1
.
2
8
1
6
代
光
朝
が
全
日
本
菓
子
協
会
副
会
長
就
任

◆
1
9
8
6

（
昭
和6
1
)

1

.
1

赤
坂
店
の
元
旦
早
朝
営
業
開
始

9
.
1
0
1
6代
光
朝
が
写
真
集

『京
都
の
四
季

1
0
.
1
0名
古
屋
三
越
売
店
開
設

ー

当
社
事
項

＂
／8[知
口、

:
r

続
j
を
出
版

~
~
~
•
~
~
~
~

•

~
~
~
~
~
~
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玲
、
冬

\
A
5
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辻
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塁
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層
心

~
c

、

~
~
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9

~
~
~
~
~

泌

' "''' 

1
1
.
1
5伊
豆
大
島
の
三
原
山
噴
火

1
1.
1

新
紙
幣
発
行

4

.
1
5
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
開
園

3
.
1
4
第
1

回
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
（
全
国
飴
菓
子
工
業
協
同
組
合
に
よ
る
）

●

日
本
車
生
産
台
数
世
界

一

6
.
2
3
東
北
新
幹
線
開
通
（
大
宮
ー
盛
岡
間
）

1
1
.
1
5上
越
新
幹
線
開
通
（
大
宮
ー
新
潟
間
）

5

.
1
7男
女
雇
用
機
会
均
等
法
成
立

•

新
宿
の
玉
屋
が
い
ち
ご
大
福
を
発
売

＇

業
界
•
一
般
事
項

V9 

し

t
r
誓

2
9
9
t
x
;

：
メ

＾

ふ
ぷ
/
"

樗

”◇

9
§

知
象
令

~

~
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年 表

◆
1
9
9
O

（
平
成2
)

2
.
2
1
季
節
の
羊
羹

「新
頂
絹
」
発
売

2
.
2
3
ト
ラ
ヤ
ア
メ
リ
カ

設
立

8
.
1
5
京
都
工
場
増
築
（
閉
西
流
通
セ
ン
タ
ー
稼
働
）

9
.
2
9
パ
リ
店
1
0周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
施

(
i
l
o
.
1
4
)

1
1
.
3
1
6代
光
朝
が
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
賜
る

1
1.
1
9
1
6代
光
朝
没

●
1
9
9
1

（
平
成3
)

2
.
1
9
1
7代
光
捕
が
代
表
取
締
役
社
長
就
任

5
.
2
3
1
7代
光
博
が
東
京
和
生
菓
子
商
工
業
協
同
組
合
副
理
事
に
就
任

6

.
1

育
児
休
業
制
度
を
新
設

1
1
.
1
9故
1
6代
光
朝
の
写
真
集

『京
都
の
四
季
・
フ

ラ
ン
ス
あ
ち
こ
ち

◆
1
9
9
2

（
平
成4
)

1
.
2
3
2
 0
0
 
1

年
虎
屋
ビ
ジ
ョ
ン
発
表

4
.
1

和
三
盆
糖
製
「
五
色
糸
」
発
売

4
.
1

虎
屋
厚
生
年
金
基
金
開
設

◆
1
9
9
3

（
平
成5
)

3
.
4

町
田
小
田
急
売
店
開
設

4
.
2
7
ニ
ュ
ー

ヨ

ー
ク

店
開
設
（
平
1
5

9
.
9

新
御
殿
場
工
場
竣
工

退
店
）

●
1
9
8
7

（
昭
和6
2
)

4
.
1
5
季
節
の
羊
羹
「
星
兜
」
発
売

7
.
7

四
条
店
移
転
（
菓
寮
併
設
）

◆
1
9
8
8

（
昭
和6
3
)

1
.
2

御
殿
場
地
区
限
定
商
品

「四
季
の
富
士
」
発
売

1
0.
3
1
赤
坂
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

1
1
.
1
0赤
坂
店
虎
屋
第
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

。

フ
ン

◆
1
9
8
9

（
昭
和6
4
•平
成
元
）

3
.
3
1
6
代
光
朝
が
写
真
集

「フ
ラ
ン
ス
あ
ち
こ
ち

そ
の
1

」
を
出
版

完
結
編
j
を
出
版

6
.
9

皇
太
子
徳
仁
親
王
ご
成
婚

4
.
1

牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ

輸
人
自
由
化

8
.
2

湾
岸
戦
争
始
ま
る

•

株
価
暴
落
に
よ
り
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
へ

1
.
7

昭
和
天
皇
崩
御
、
今
上
天
皇
即
位

4
.
1

消
費
税
実
施

(
3パ
ー
セ
ン
ト
）

3
.
1
3
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業

4
.
1
0
瀬
戸
大
橋
開
通

4
.
1
J
R

発
足
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年 表

●
1
9
9
4

（
平
成6
)

2
.
1

環
境
保
全
委
員
会
発
足

3
.
3
1
虎
屋
文
庫
が
機
関
誌
「和
菓
子
』
創
刊

4
.
1

御
殿
場
地
区
限
定
季
節
の
羊
羹

「
千
里の
風
」
発
売

4

.
7

船
橋
東
武
売
店
開
設

4
.
1
3
八
王
子
そ
ご
う
売
店
開
設

4
.
2
2ト
ラ
グ

ッ
ズ
販
売
開
始

6
.
1

京
都
地
区
限
定
桃
山
製

「雲
居
の
み
ち
」
発
売

6
.
9

浦
和
伊
勢
丹
売
店
開
設

●
1
9
9
5

（
平
成7
)

3
.
1

立
川
閤
島
屋
売
店
開
設

8

.
I

小
冊
子
『
今
な
ら
間
に
合
う
環
境
保
全
j
作
成

1
1
.
1
あ

ん
焼
「
こ
が
ね
ぎ
く
」
発
売

●
1
9
9
6

（
平
成8
)

1
.
1
8
株
式
会
社
ヒ
ロ
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
設
立

2
.
1
6
季
節
の
羊
羹
中
形
「
雛
衣
」
発
売

3

.

2
9
日
本
料
理
店
金
扇

（
現
きん
せ
ん
）
の
営
業
権
を
取
得
し
、
経
営
を
始
め
る

4
.
3

府
中
伊
勢
丹
売
店
開
設

5
.
2
4
阿
倍
野
近
鉄
売
店
開
設

1
0
.
4
新
宿
高
島
屋
売
店
開
設

●
1
9
9
7

（
平
成9
)

7
.
1
9
パ
リ
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン

8
.
1
1
環
境
保
全
活
動
に
よ
り
第
6

回
「
日
食
環
境
資
源
協
力
賞
」
を
受
賞

9
.
1
1
京
都
伊
勢
丹
売
店
開
設

●
1
9
9
8

（
平
成1
0
)

1
.
1

ト
ラ
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

(
1
1
2
.
3
1
)

4
.

2

柏
渇
島
屋
売
店
開
設

5
.
1
0
京
都
地
区
限
定
湿
粉
製
綽
物
「
京
景
色
」
発
売

1
2
.
1
8ペ
ル
ー

日
本
大
使
公
邸
事
件

1

.

1
7
阪
神
・
淡
路
大
震
災

6

.

2
2
製
造
物
責
任
法

(P
L

法
）
成
立

4
.
1

消
費
税
率
5

パ
ー
セ
ン
ト

1
1.
7

北
海
道
拓
殖
銀
行
経
営
破
綻

1
1
.
2
4山
一
證
券
自
主
廃
業

2
.
7

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
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5
.
1
1
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
店
5

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
施

(
i
5
.
1
6)

9
.
1

季
節
の
羊
羹
中
形
「
千
歳
菊

」
発
売

1
0
.
1
お
に
ぎ
り

屋
ラ
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
開
設
（
平

1
4
閉
店
）

●
1
9
9
9

（
平
成1
1
)

4
.
1

季
節
の
羊
羹
中
形
「
菖
蒲
あ
わ

せ
」
発
売

5
.
1
9
大
宮
そ
ご
う
売
店
開
設

5
.
2
1
1
7代
光
博
が
東
京
和
生
菓
子
商
工
業
協
同
組
合
副
理
事
長
に
就
任

7
.
6
1
7
代
光
栂
が
全
国
和
菓
子
協
会
副
会
長
に
就
任

1
0
.
1
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
L
A
N
)導
入

1
0
.
1
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

1
0
.
1
季
節
限
定
煉
菓
子
「
栗
ご
よ
み
」
発
売

1
1
.
1
お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー
に
C
T
I

シ
ス
テ
ム
導
人

•
2 

o
o
o
(平
成
1
2
)

3
.
1
5
名
古
屋
高
島
屋
売
店
開
設

6
.
1
0
「
嘉
祥
蒸
羊
羹」
発
売

1
1
.
1
5と
ら
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
開
設

•
2 

0
0
 
1

（
平
成1
3
)

1
.
2
4
立
川
伊
勢
丹
売
店
開
設

1
.
2
5
姫
た
ち
の
雛
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
ー
3
.
3
)

2
.
1

虎
屋
V

ビ
ジ
ョ
ン
発
表

3
.
4

季
節
の
羊
羹

中
形

「桜
の
里
」
発
売

4
.
1
3
御
殿
場
工
場
I
S
o
1
4

0
0
 
1

認
証
取
得

6

.
1
7季
節
の
羊
羹
中
形
「
青

梅
の
露
」
発
売

1
0
.
5
御
殿
場
工
場
汁
粉
製
造
ラ
イ
ン
H
A
C
C
P

取
得

1
1
.
1
双
羊
羹
「
阿
波
の
風
」
「香
る
築
」
発
売

•
2 

0
0
 
2

（
平
成1
4
)

7
.
2
5
季
節
の
羊
羹

中
形

「
青柚
の
香
」
発
売

8
.
1
2
環
境
報
告
書
『
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
』
初
版
発
行

9
.
2
6
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
東
急
売
店
開
設

•
「
だん
ご
3

兄
弟
」
ヒ
ッ
ト

1
.
1

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
単

一
通
貨
ユ
ー
ロ
ヘ
切
替

5
.
3
1
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ

プ
日
韓
共
同
開
催

9
.
1
1
ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ

1
2
.
1
敬
宮
愛
子
内
親
王
ご
誕
生
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•
2 

0
0
 
3

（
平
成1
5
)

1
.

I

花
豆
入
蒸
羊
羹
「
寒
中
の
華
」
発
売

3
.
1

虎
玄
と
ヒ
ロ
・
エ
ン
タ

ー

プ
ラ
イ
ズ
合
併

3
.
1

京
都
虎
屋
第
寮
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

4
.
2
5
T
O
R
A
Y
A
C
A
F
'
E
開
設

6
.
2
4
虎
屋
総
合
研
究
所
竣
工

9
.
1
6
虎
屋
W
A
G
A
S
H
I
•HAUTE C
O
U
T
U
R
E始
ま
る

3

.
2
0イ
ラ
ク

戦
争
始
ま
る

4

.

2
5
六
本
木
ヒ
ル
ズ
オ
ー
プ
ン

456 




